
期  日：７月２４日（日） 集合時間：AM８：００ 

集合場所：江名子小学校・体育館前 

定  員：４５名 

参 加 費：大人５００円・子ども３００円（３才未満無料） 

持 ち 物：お弁当、お茶、雨具他 

〆  切：７月１５日（金） 

行  程：江名子小学校（8：10）→ 了心寺（8：25）→ 旧江戸街道 

（高札場・関屋跡・梅村用水・のぞき城・雨乞い平・幕の松 

・餅売場・比丘尼屋敷・峠の観音・神力不動・乳母坂）→ 

→美女ヶ池（昼食・ブルーベリー狩り）  

美女ヶ池-----（バス）-----江名子小学校着（1４：３0）予定 

※ 途中休憩・美女ヶ池にて昼食 

※ 約８キロ（歩行時間約２．５～３時間） 

※ 山ゆり園のブルーベリー狩りも楽しめます 

     ※ 美女ヶ池から江名子小学校まではバス利用                                                                                                                                                                                                                         

HP    LINE             

※お子さんの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛騨から野麦峠を越えて江戸へ通ずる江戸街道は、江戸まで 43次 85里（約 337キロメートル）で、山口は最初の宿場

になっていました。 高山を出て最初の山越の美女峠は、郡上堺、「ぐじょうげ」が変化して「びじょうげ」から、美女峠と変わ

ったと云われ、また、この峠に伝わる八百比丘尼の伝説からこう呼ばれるようになったとも云われています。 江戸街道は高

山本線が開通するまで、飛騨で最も重要な道の 1つでした。 江戸時代は、この街道が歴史の上で、最も価値を持った時

であり、金森氏、代官、郡代、そのほか公用の役人の往来のために、道の改修がおこなわれ、宿場には伝馬が置かれまし

た。一般の人々の旅もようやく盛んになり、善光寺参りの通り道になった。江名子の荏名神社前にある道分灯籠に「左、江

戸、ぜんかうじ」とあるのは、飛騨人がこの道に感じていたイメージをよく示しています。明治になって飛騨は岐阜県に編入さ

れ、糸挽女工が岡谷へ行くために通ったことがよく知られ、高山線開通まではやはり大切な道でした。  

―高山市教育委員会事務局 文化財課資料より抜粋― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆７月２４日（日） 旧江戸街道 参加申し込み書 

 

住 所  ＴＥＬ   年 令 

氏 名  氏 名     

氏 名  氏 名     

江名子校区まちづくり協議会  高山市江名子町 2838 番地 

                    Tel 34-7253・Fax 77-9984 

E-mail e-machi@hidatakayama.ne.jp  

            

 

 

参加者募集！！ 
由緒ある古跡を訪ね、飛騨の歴史を偲びながら、 

旧江戸街道をゆっくりと歩いてみませんか 

途中でブルーベリー狩りも行います。 

江名子小学校から朝日町の美女ヶ池まで約８キロ

歩きます。 

       

 ブルーベリー

狩りもあるよ 

mailto:e-machi@hidatakayama.ne.jp

